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は
じ
め

に

　
中

世
初

頭
の

奈
良
に

お
い

て

戒

律
の

復
興
が
な
さ

れ
た
こ

と

は

多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
（

1）

の

先

行
研
究
が

既
に

示
す
と

こ

ろ
で

あ
る

。

し

か
し

実
際
に
は

戒
律
だ

け

で

は

な

く、

定
す
な
わ

ち
禅

観
の

復
興
も
な
さ
れ

た
。

例
え

ば

『

円

照

上
人

行
状
』

に

よ

れ
ば

、

治

承
の

兵
乱
の

後
の

東
大
寺
で

は

油
倉
聖

の

西
迎
芸

蓮
実
に

よ
っ

て

戒
壇
院
の

僧
坊
が
復
興
さ

れ

た
。

そ

の

後
の

運

営
は

円
照
〔
一

二
一

＝

ー
一

二

七

七
）

に

委
任
さ

れ
、

実
質
的
に

戒
壇

院

が

復
興
さ
れ

た

の

で

あ
る

が
、

そ
こ

に

お
い

て

も
禅
観
の

復
活
が

な

さ

れ

た
。

そ
の

弟
子
に

な
る

凝

然
（
一

二

四
〇

ー

＝
二

二
一
）

の

著
し
た

『

菩

薩
戒
本
疏

日

珠
鈔
』

の

紙

背
に

戒

壇
院

僧
坊
の

指

図
が

画
か
れ

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
（

2
）

そ

こ

に

禅
室
が

存
在
し

た
こ

と

が

知
ら

れ

て
い

る

が
、

そ
れ
は

そ
の

証

左
の
一

つ

で

あ
ろ

う
。

こ

の

よ

う
に

凝
然
に

も
禅
の

影
響
が

予
想
さ

れ

る

の

で

あ
る

が
、

禅
と
の

関
わ

り
に

触
れ
た

研
究
は

、

管
見
の

限
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
3）

は

岡
本
】

平
氏
の

も
の

し

か

な
い

。

し

か

し

そ

れ
は

『

三

国
仏

法
伝
通

縁
起
』

や

『

内

典
塵
露

章
』

な

ど

仏
教
伝
播
の

歴
史
に

触
れ
た

著
作
が

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六
十
二

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
六

年
三

月

主
な

検
討
材
料
と

さ
れ
て

お
り
、

凝
然
の

教
学
的

な

著
作
を

含
め

た

指

摘
で

あ

る
と

は

若
干

、

言
い

が

た
い

と
こ

ろ

が

あ

る
。

本
拙
論
は

、

戒

壇
院
の

復
興

を
成
し
遂
げ
た

円
照
と

、

そ
の

弟
子

に

な

る

凝
然
に

お

け

る

禅
か

ら
の

影
響
に

つ

い

て
、

そ
の

教
学
的
な

著
書
を

中
心
に

考
察
す

る
。

一

　

円
照
の

禅
の

修
学

　

円
照
が

新
来
の

達

磨
禅
に

関
心

を

持
ち

、

円
爾
弁
円
か

ら

学
ん

だ
こ

と

は

間
違
い

な
い

。

凝
然
が

記
し

た

『

円
照
上

人

行
状
』

上

に
は

、

次

の

よ

う
な

記

述
が

見
え
る

。

　
真
空

、

聖

守
、

円

照
の

三

般
は

、

共
に

戒
壇
の

住
侶
の

事
を
議
す

。

（

中

略）

　
真
空

上

人
は

次
に

高
野
の

金

剛
三

昧
院
に

住
持
す

。

厥
の

後
、

木
幡
の

真

言

　
院
に

還

る
。

聖

守
上

人
は

白
毫
寺
に

住
す

。

後
に

真
言
院
を
興
し

新
禅
院
を

　
立
つ

。

円
照
上

人

は

独

り
戒
壇
に

住
し

て

律
蔵
を

開
敷
し
、

定
恵
を

修
練

　

す
。

門

輩
甚
だ

多
し

。

各、

化
儀
を

助
く

。

時
に

照
ム

、

東
福
寺
の

円
爾
禅

　

師
の

門
室
に

入

り
て

禅・

修
言
し、

乃
ち

普
門
寺
に

住
し

て
一

夏
功
夫
す

。

　
門

人
数
輩

、

随
従
し

て

住
す

。

爾
禅
師
は

遠

く
溟
海
を

度

り
て

大
宋
朝
に

至
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中

世
東
大
寺
僧
に

見
る

禅
宗
の

影
響
（
蓑
輪
）

る
。

経
山
無

準
禅
師
の

室
に

入

り、

大
い

に

禅
法
を

伝
う

。

帰
朝
し

て

之
を

弘
め
、

門
人
若

干
、

海
内
に

充
て

り
。

照
公、

随

従
し

て

即

ち

血

脈
を

受

く
。

（
東
大
寺
教
学
部
篇
『

円
照
上
人

行
状
』

三

下、

以

下
『

行
状
」

と

略

す、

傍
線
は

筆
者
付
す
）

木

幡
の

真
空
（

一

二

〇

四

−
一

二

六
八

、

三

論
宗、

高

野

山
に

活
躍、

遁
世

前
の

名
前
は

定

兼）
、

聖

守
（
一

二
一

九

−
一

二

九
一
、

三

論
宗
兼

真
言
宗

、

東
南
院
及
び

新
禅
院

に

活
躍
）

と

円

照
の

三

人

は

戒
壇
院
の

復
興
に

関
与

し
、

か
つ

ま

た

教
学
の

復
興
の

面
で

も

業
績
を

残
し

た

の

で

あ
る

が
、

円
照

は

東
福

寺
の

円

爾
の

も
と

に

禅

学
を

修
証
し

た

と
い

う
。

『

聖
一

国
師
年
謹

巴

に

「
（
建
長
）

三

年

　
師
五

十
歳

。

戒
壇
院
円
照
（
実
相

房）

禅
戒
を

受
く

」

（

『

大

日

本
仏

教
全

書
』

九

五、

＝
二

八

上
五

ー
六
）

と

あ
る

こ

と

か

ら
、

円
照
が

円

爾
の

門
室
に

入

り
禅
を
修
学
し

た
時
期
は

建
長

三

年
（

一

二

五

こ

の

こ

と

で

あ
っ

た

ろ

う
。

な
お

こ

の

時
点
で

は
、

凝
然
は

ま
だ

円
照
に

師

事
し

て

い

な
い

。

ま
た

円
照
は

、

常
に

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

た

と

『

行
状
』

は

伝
え
る

。

　

常
に

門

徒
に

訓
し

て

云

く、

身
は

仏

戒
に

住
し
口

に
仏

語

を
作
し

意
は

仏
心

　
に

住
す

。

念
々

に

是
の

如

け
れ
ば

、

念
々

に

如
来

た

り
。

説
の

如
く
に

行

　
じ

、

行
の

如
く
に

説
き

、

威
儀
を
摂
持
す
る

を
、

名
づ

け
て

戒
学
と

為
す

。

　

毘
奈
耶
蔵
是
の

故
に

学
知
す

、

之

を

名
づ

け
て

律
師
と

す
。

性
相
に

通

悟
す

　
る

を
名
づ

け
て

恵

学
と

為
す

、

阿
毘

達
摩

、

所
以

に

精
祥

す
、

之
を

法
師
と

　

名
つ

く
。

直
ち
に

己

性
を

指
す
を

名
づ

け
て

定
愚

と

為
す

、

素
多
眇

蔵
、

是ー
　

在
り
。

是

れ

別

宗
別

行
の

法
に

非
ず

。

兼
ね

ざ
る

の

者、

真
の

仏

弟
子
に

非

一

六

八

ず
。

之
に

兼
通

す
る

者
、

真
の

学

者
と

名
つ

く
。

是
の

故
に

自
身
の

所
学
所

行、

兼
包
貫
括
し
、

譜
練
せ
ざ

る
こ

と

無
し

。

昼
は

律
部
を

講
じ

、

夜
は

自

心
を

澄
ま
し

、

覚
性
を

証
悟
せ

り
。

（

『

行
状
』

、

三

下）

円
照
は

禅
に

関
心

を

持
ち

、

禅
・

教
・

律
の

三

つ

を
一

心

に

備
え
る

と

凝

然
は

讃
え

る
。

禅
を

素
多
覧
蔵
（
経
蔵
）

に

関

連
づ

け
る

の

は
、

後

の

『

華
厳
法
界
義
鏡
』

で

「

（

華
厳
経
）

一

経
の

始

末
、

皆
是
れ

定
門
な

り
」

（

『

鎌
倉
旧
仏

教
』

、

以

下

『

鎌

旧
』

と

略
記、

二

四

八

頁）

と

主

張
す

る

の

と

符
合
す
る

。

ご

く
自
然
に

考
え
れ
ば

、

経
典
は

経
蔵
に

含
ま
れ

「

教

門
」

に

対
応

す
る

と

み
る

の

が

普
通
で

あ
る

か

ら
、

こ

こ

に

は

華

厳
宗
独
自
の

伝
統
的
理

解
を

見
て

取
れ

る
。

と

こ

ろ

が
一

方
で

「

諸
宗

の

中
、

義
理

深
奥
に

し

て

証
悟
速

疾
な

る

は

真
言
に

過
ぎ
た

る

は

無

し
」

（

『

行
状』

四

下
）

と

言
い

、

諸
宗
を

子

供
に

譬
え
た

時
に

は

「

真

言
は

是
れ

嫡
子

、

禅
法
は
ロ
ハ

だ

三

男
な

る

の

み
」

（

『
行
状
』

四
下
）

と

も

述
べ

て

お

り
、

円
照
が

禅
法
を

最
も
重
要
と

は

考
え
て

い

な
か
っ

た
こ

と
も

伝
え
ら

れ

て

い

る
。

し

か

し

禅
定
が

不
可

欠
で

あ
る

こ

と

は

認
識

し

て

い

た

と

見
え

、

そ

れ

を
彷
彿
さ
せ

る

記
述
が

存
在
す
る

。

照
公

常
に

云

く
、

東
大
寺
戒
壇

院
は

鑑
真
和
尚
の

建
立

す
る

所
な

り
。

和
尚

は

是
れ

天

台
の

高

徳
、

（
中

略
）

最
初
大
い

に

彼
の

宗
の

章
疏
を

賚
り

、

此

の

国
に

来
至

せ

り
。

今
既
に

和
尚
の

苗
裔
た
り
。

　

に
宀

恵
に
、、

て

は

天

台

宗
を

学
び

止

　
坐
禅

を

弘
め

ん
。

戒

壇
院
に

、
、

い

て

　
是
れ

宜
し

き

焉
。

（
『

行
状
』

四

下）

東
大
寺
戒
壇

院
の

定
恵
す
な
わ

ち
禅
観
修
行
の

方
法
は

、

鑑
真
が

天

台
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を
伝
え
た

こ

と

に

因
み

、

天

台
の

止

観
を

学
ぶ

こ

と

が

相
応
し
い

と

言

及
す
る

。

こ

こ

に

円

照
が

禅
観
に

大
き
な

関
心

を

払
っ

て

い

た

こ

と

が

知
ら
れ
る

。

ま
た

、

円
照

が

円
爾
に

師
事
し

て

達
磨
禅
を

学
ん

だ

こ

と

は

「

禅
法
は

無
相
無
念

、

目

鼻
有
る
こ

と

無
し
」

（
『

行

状
』

四

下）

と
『

宗

鏡
録
』

等
に

出
る
、

宗
密
に

淵
源
す
る

「

遮
詮
」

の

表
現
が

使
用

さ

れ

て
い

る
こ

と
か

ら

も

首
肯
さ

れ

よ

う
。

二

　
凝

然
と

禅
と

の

関
わ

り

　
（

一
）

『

梵
網
戒
本
疏
日

珠
鈔
』

　
で

は
、

凝
然

は

達
磨
禅
の

影
響
を

受
け
た

の

で

あ

ろ

う
か

。

先
に

述

べ

た

如
く

『

行
状
』

の

文
言
に

は

達
磨
禅
の

用
語
が

登

場
す
る

が
、

彼

自

身
の

著
作
か

ら

は
、

あ
ま
り
そ
の

よ

う
な
例
を

見
い

だ

す
こ

と

は

で

き

な
い

。

た

だ
、

岡
本
氏
が

既
に

指
摘
す
る

よ

う
に

、

宗
密
や

延

寿
の

用

語
を

使
用
す
る
こ

と

が

知
ら

れ

て

い

る
。

た

と

え

ば
、

「

華

厳
宗
要

義
』

第
七

修
証

行
相
の

中
に

は
、

「

華
厳
の

教
義

、

修
行

、

証
入

は

機

に

随
い

階
差
あ

り
。

相
状

は
一

に

非
ず

。

或
い

は

頓
悟
漸
修
あ
り

、

或

い

は

頓
修
漸
悟

あ
り、

或
い

は

頓
悟
頓
修
あ

り、

或
い

は

頓
修
漸
悟
あ

り
。

（

中
略
）

且
ら

く

頓
悟
漸
修
に
つ

い

て

之
を

言
わ

ん
」

（

大
正
七
二

、

一

九

三

下
）

と

あ
り

、

頓

悟
漸
修
を

推
奨

す
る

記
述

が

見
ら

れ
る

。

こ

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
4

）

れ
は

、

宗

密
の

『

禅
源
諸
詮

集
都
序
』

の

主
張
で

あ
り

、

ま
た

『

宗
鏡

録
』

の

立

場
で

も
あ
る

か

ら
、

そ
れ

ら
の

影
響
が

考
え
ら

れ

る
。

　
い

ず
れ
に

し
ろ

、

此
処
に

は
、

宗
密
か

ら
延
寿
に

流
れ
る

禅
の

影
響

中
世
東
大
寺
僧
に
見
る

禅
宗
の

影
響
（

蓑
輪
）

が

想
定
さ
れ

う
る

。

ま

た
、

影
響
を

受
け
た
と

す
れ

ば
、

そ

れ

は

円
照

か

ら
で

あ
っ

た
の

だ

ろ

う
か

。

円
照
が

東
福
寺
に

学
ん

だ

時
、

凝
然
は

わ

ず
か

十
二

歳
、

ま

だ

入
門
前
で

あ
っ

た
。

も
し

影
響
を

受
け
た

と

す

れ
ば

、

凝
然
の

円
照
へ

の

入
門
は

十
八

歳
の

時
で

あ
る

か
ら

、

そ
の

後

の

二

十
五

年
の

間
の

こ

と

に

な

ろ

う
。

　
さ
て

、

凝
然
は

文
永
八

年
（

一

二

七
一
）

か

ら

十
年
（

一

二

七
三
）

頃

ま
で

円
照
の

命
に

よ

り
金

山
院
（

京
都
東
山）

に

住
し

た
。

そ

の

地
は

東
福
寺
に

隣
接
し

、

『

本
朝
高
僧

伝
』

巻
十
入

の

凝
然

伝
に

「

又
た

京

域
に

遊
び

仏
心

宗
に

参

ず
」

（

『

大

仏

全
』

一

〇
二
、

二

四

六

下
）

と

あ
る

こ

と
か

ら

考
え
れ

ば
、

自
ら

東
福
寺
の

禅
に

触
れ

た

可

能
性
は

十
分

に

推
定
さ

れ

う
る

。

　
文

永
十
一

年
（
一

二

七

四
）

初
夏

、

凝
然
は

戒
壇

院
に

帰
り

、

以

降

同

所
で

律
部
を
講
じ

た
。

こ

の

時
の

講
説
と

関

連

す
る

資
料
が

、

凝
然

の

最
初
の

経

典
注
釈

書
に

な
る

『

梵
網
戒

本
疏
日

珠

鈔
』

（

以

降
、

『

日

珠

鈔
』

と

略
す
）

で

あ
る

。

本

書

第
一

巻
の

奥
書
に

は

「

建

治
二

年

（
一

二

七
六
）

六

月
四

日

戒
壇
院
」

と
あ
り

、

書
き
始
め

た
の

は

建
治
二

年
で

あ

る

こ

と

が

わ

か

り
、

ま

た

建

治
三

年
四

月
二

十
八

日

に

は

巻

三

十

九
の

奥
書
を
書
い

て

い

る
。

足
か

け
一

年
に

渡
り
執
筆
し

、

一

応

の

完
成
を
見
る

の

で

あ
る

が
、

お

そ
ら

く
は

文

永
十
一

年
の

講
説
の

際

の

資
料
を
も
と

に

纏
め

た

の

で

あ
ろ

う
。

し

か

し
、

そ

れ

以

降
も
文

章

の

潤
色
を

行
い
、

最

終
的
な

完
成
は

弘
安
九

年
（
一

二

八

六
）

五

月
で

あ
っ

た
。

な

お
、

建

治
三

年
（

一

二

七

七
）

十
月
二

十
二

日
、

師
の

円

一

六

九
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中
世

東
大

寺
僧
に

見
る
禅

宗
の

影
響
（

蓑
輪）

照
は

京
の

金
山

院
に

お
い

て

示
寂
し

て

い

る
。

　
『

日

珠
鈔
』

は

「

梵
網

経
』

上

下

巻
に

渡
る

注

釈
書
で

あ

り
、

そ
の

分
量

も
非
常
に

多
い

の

で

あ
る

が
、

禅
宗
か

ら
の

影
響
と

思
わ

れ
る

記

述

は

ほ

と

ん

ど

見
い

だ

せ

な
い

。

わ

ず
か
で

あ
る

が
、

関
連
す
る

用

語

と

し

て

注
目
さ

れ

る

も
の

は

「

真
心
」

で

あ
る

。

こ

の

語
の

用

例
は

二

例
見
い

だ

せ

た
。

・

巻
八

「

妄
心
を

熏
ず
と
は

、

前
の

勝

境
に

借
り
て

勝

心
を

発

動

す。

此

の

心
は

妄
に

反
す

、

即
ち

是
れ

真
心
な

り
。

真
を

以

て

妄
を

熏
じ

妄
を
し

て

起
さ

ざ
ら

し
む

。

」

（
大
正
六
二

、

五

〇

下
二

九

　
五
一

上
一
）

・

巻
三

十
二

「

周

疏
第
四

に
、

此
の

軽

戒
は

総

じ
て

通

制
の

意

な
る

を

明
か

す
。

全
く
今
の

疏
に

六

名
の

義
を
挙
ぐ
る

に

同

じ
。

此
を

挙
げ

已
り
て

云

く、

此
の

六

義
は
戒

戒
、

有
に

通

ず
。

務
め
て

毫
微
の

雑
染
を

し
て
一

念

と

し
て

生

ぜ

ざ

ら

し

む
。

清
浄

な
る

真
心
は

湛
な
る

こ

と

空

の

月
の

如

し
。

故
に

無
犯
と
名
つ

く
＜
已
上
〉

。

義
の

意
、

見
る

べ

し
。

」

（
大
正
六
二

、

　一

六
三

中
二

ニ

ー
二

五
）

こ

の

よ

う
に
二

例
存
在
す
る

が
、

そ
れ

は

華
厳
教
学
の

中
で

捉
え

ら

れ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（
5）

た

「

妄
心
」

と

「

真
心
」

の

考
え
方
の

影

響
下
に

あ
る

と

考
え
ら
れ

、

禅
宗
に

関
わ
っ

て

使
用
さ

れ
た

、

す
な

わ

ち

「

自
性
清
浄
な
る

真
心
の

み
」

と

考
え

ら

れ

る
「

真
心
」

の

記

述
で

は

な
い

と

せ

ざ
る

を
得
な
い

。

し

か

し
、

凝
然

の

主

著
と

も．
言

わ

れ

る

後
の

『

華
厳
法
界
義
鏡
』

に

な

る

と
、

注
目
さ

れ

る

記
述
が
い

く
つ

も

見
ら

れ

る

よ

う
に

な
る

。

　
（

二
）

『

華
厳
法
界
義
鏡
』

に

見
る

真
心

　

本
書
は

、

凝

然
が

五

十
六
歳
の

時
に

著
し

た

も
の

で

あ
る

。

下

巻
の

一

七
〇

奥
書
に
は

次
の

よ

う
に

あ

る
。

　
（

下

巻
奥
書
）

御
本
に

云
わ

く
、

時
に

永

仁
三

年
（
一

二

九
五
）

〈

乙

未
〉

春

　
二

月
二

十
四

日、

東
大
寺
戒
壇
院
に

お
い

て

こ

れ

を

書
写
す

。

東
南
院
上

　
綱

、

予
に

命
じ

て

こ

れ
を

撰
ば

し

む
。

同

じ

き
三

月
五

日
、

俗
甥
の

法
子

、

　
実

円
禅
明
房
が

た
め

に

書
写
し
て

こ

れ

を

与
う

。

華
厳
宗
の

沙
門

凝
然

、

報

　
齢
五

十

有
六

。

永
徳
三

年
（

＝
二

八一．
一
）

仲
冬
二

十
一

日
。

（

『
鎌
旧
』

三

〇
一

　

頁
）

こ

の

後
、

凝
然
は
『

内
典
塵
露
章
』

を

正

安
四

年
（

＝
二

〇
二
）

の

頃
に

、

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

（
6）

『

華
厳
宗
要
義
』

を
正
和
三

年
（

＝
二

一

四
）

に

書
い

て
い

る
の

で
、

彼

の

著
作
の

中
で

は

比
較
的
早
い

時
期
に

成
立

し
た

も
の

で

あ
る

。

な
お

鎌
田

茂
雄
氏
の

研
究
に

寄
れ

ば
、

本
書
が
凝
然
の

華
厳
経
学
を

知
る

上

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

7）

で

は

最
も
ま
と

ま
っ

た

教
理

書
で

あ
る

と
い

う
。

さ
て

、

そ
の

全

体
は

十
門

に

分
け
ら

れ
る

。

　
一

に

は

教

興
の

意

致
、

二

に

は

名

字
を

弁
釈

す
、

三

に

は

そ
の

体

性
を

出

　

す
、

四
に

は

行
相
を

顕
示

す
、

五
に

は

観
行
の

状
貌

、

六

に
は

教

を
立

て

て

　

宗
を
開

く、

七

に

は

本
経
の

説
相

、

入

に

は

修
証
の

次
第、

九

に
は

所
憑
の

　

典
籍

、

十
に
は

宗
諸
の

相
承
な

り
。

（

『

鎌
旧
』

二

二

八

頁）

本
書
に

は

修
行
実
践
す
な
わ

ち
禅
観
に

関
心
が

あ
っ

た

こ

と

が

表
明
さ

れ
て

お

り
、

四
、

五
、

八

は

直
接
に

行
に

関
わ

る

内
容
で

あ
る

。

中
で

も
注

目
さ

れ

る

の

は
、

五

番
目

に

位
置
づ

け
ら

れ

た

「

観

行
の

状
貌
」

の

記
述
で

あ

る
。

そ
こ

に

は

次
の

よ

う
に

あ
る

。

　

巻
上

第
五

　
観
行
の

状
貌

。

ー

　

ー
故
に
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演
義
鈔
の
一

の

下

に

云
く

、

「

ま
さ

に

知
る
べ

し
、

釈
迦

毘

盧
遮
那

、

自
内

　

証
の

極
み

、

物
の

た

め
に

用

を
起
こ

す
、

十
門

に

性
起

無
方
の

大

法
、

始
め

　

出
現
惣
相
よ

り、

終
わ

り
性
起
見
聞
に

至
り
て

、

ーー
　

り
。

」

（
『
鎌
旧
』

二

四

七

頁）

「

華
厳
宗
別
教
一

乗
は

正

し
く
定

学
を
詮

わ

し
、

専
ら

心
観
を

明
か

す
」

と

い

う
記
述
は

、

華
厳
宗
は

定
学
を
明
ら
か
に

し
、

心
の

観
察
を

第
一

義
と

す
る

も
の

で

あ
る

と

表
明
す
る

の

で

あ
る

。

こ

こ

に

は
、

華
厳
を

「

教
」

と

し
て

理

解

す
る

の

で

は

な

く
「

行
」

と

し
て

理

解
す
る

立

場

が

表
明
さ

れ
て

い

る
。

し
か

も
「

観
行
の

方
法

、

た

だ
こ

の

経
に

在
り

」

と
し

て
、

『

華
厳
経
』

を

行
の

経
典
と

し

て

高

く
評
価
す
る

。

同
じ

よ

う
な

意
識
は

、

次
の

よ

う
な
記
述
に

も

窺
え
る

。

　
一

経
の

始
末、

皆
、

是
れ

定

門
な

り
。

こ

の

故
に

九

会
の

所
説
の

法
門
は
一
一

　
に

即
ち
是
れ

観
門
の

行
な

り
。

故
に

演
義
に
云

く
（

中

略
）

（

『

鎌
旧
』

二

四
八

　

頁
）

　

も
し

く
は

誦
も
し

く
は

読
も
し

く
は

書
な

ら

び
に

心

　
に

冥
し

て
、

宀

意
を

　

劇

嚠
。

境
を

泯
じ

、

心
を

亡

ず
。

説
誦
に

違
せ

ず
。

説
即
ち
無

性
な

れ

　
ば
、

無
性
に

し

て

説
く
。

ー
馴
。

竟
夜
観

　

修
す
る

は

ま

た

即
ち

書
談
な
り

。

故
に

演

義
に

云

く
、

「

解
に

造
り
て

観
を

　

成
ず

。

事
に

即
し

行
に

即
し

て
、

口

に

そ
の

言
を
談
じ

、

そ
の

理

に

至
る

。

」

　
（

『

鎌
旧

』

二

四

八

−
二

四
九

頁
）

澄

観
の

『

随
疏
演
義
鈔
』

を

援
用
し

、

経
の

読
誦
も
定
の

意
を
離
れ

な

い

と

位

置
づ

け
て

い

る

が
、

そ

れ

は

経
を

読
誦
す
る

こ

と

が

心
を
一

つ

の

対
象
に

結
び

つ

け
る

三

昧
行
（
心
一

境
性）

に

他
な

ら

な

い

か

ら

で

中
世

東
大
寺
僧
に

見
る

禅
宗
の

影
響
（

蓑
輪
）

あ
る

。

ま

た
、

そ

の

よ

う
な
行
は

十
種
類
に

分
類
さ
れ
る

と

し
て

次
の

よ

う
に

述
べ

る
。

祖
師
の

述
ぶ

る
と

こ

ろ

の

行
儀
は
一

に

あ
ら

ず
。

略
し
て

十

類
を

挙

げ
て
、

以
て

規
模
と

す
。

　一

に
は

劉
。

三

重
の

観
を

建
立

し

て
、

修
の

法

軌
を
明
か

す
。

（

中
略）

二

に
は

華

　
三

昧
　

。

杜
順
尊
者

、

五

教
止

観
を

作
り
て、

教
に

随
い

て

相
を
陳
ぶ

。

そ
の

円
教
の

観
を

華
厳
三

昧
門
と

名
つ

く
。

（
中
略）

三

に

は

妄
心
還

源

　
一

巻
。

賢
首
師

、

是
を

造
る

に
六

門
あ

り
。

（

中
略
）

四

に
は

普

賢
観

。

劉
剛

、

普
賢
観
行
一

巻
を

作
り
て
、

惣
じ

て

二

門
と

為
す

。

副
観

。

探
玄
記
の

中
の

第
六

地
の

処
に
、

経
の

三

界
は

虚

妄
に

し
て

、

た

だ
一

心
の

作
な

り
と
い

ふ

の

文
章
を

釈
す
る

に
、

十
重
の

唯

識

を
開

き
て

、

そ
の

浅
深
を

簡
覈
す

。

（
中
略
）

六

に

は

華

翩
丗

罍
。

賢
首
師
の

作
な

り
。

こ

れ

は

是
れ

華
蔵
界
の

相
を
観
察

清
涼
師
の

撰
ず
る

と
こ

ろ

な
り

。

　
　

。

（
中
略
）

心
要
一

巻
を

作
り
て

、

ー
。

見
る

は

即
ち

観
を

成
じ

、

界
は

即
ち

行
を

満
ず

。

実
に

学
者
の

精
揚、

行
人
の

秘

術
と

な
る

者
な

り
。

九
に

は
五

蘊
　
一
　

。

清
涼
の

述

な

り
。

是
れ
大

乗
の

通

宗
、

深
空
の

惣
致
な

り
。

十
に

は

十
二

因
縁
観
一

巻
。

清

涼
師
の

述

な

剃
。

ー
引

ー
。

（

『

鎌
旧
』

二

五

〇

1

二

五

三

頁
）

凝
然
は

法
蔵
の

『

普
賢
観

行
』

一

巻
、

『

華
厳
世

界
観
』

一

巻
、

及
び

澄
観
の

『

三

聖
円

融
観
』

　一

巻
、

『

華

厳
心

要
観
』

　一

巻
、

『

五

蘊
観
』

一

巻
、

『

十
二

因
縁

観
』

一

巻
な

ど

を

掲
げ

、

法
蔵
と

澄
観
の

著
作
か

ら

観
行
の

全

体
を

学
ん

だ
と

述
べ

る
。

そ

し

て

中
で

も
大
切
な
も
の

は

一

七
一
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中
世
東
大

寺
僧
に

見
る

禅
宗
の

影

響
（

蓑
輪）

三

聖
円
融
観
と

唯
識
観
で

あ
る

と

述
べ

る
。

彼
彼
の

門
に

随
い

て

建
立

甚
だ

多
し

。

ー

圓

ー
。

（
中

略）

二

門
異

な

り
と

雖
も

、

宗
致
是
れ
一

な

り
。

倶
に

法
界
惣
弘
通
の

道
に

し
て
、

実
に

乃
ち

出
離
生

死
の

道
な

り
。

（
『

鎌
旧
』

二

五

三

頁
）

三

聖

は

大
師
毘

盧
遮

那
如
来
と

普
賢
と

文
殊
で

あ

り
、

唯
識

観
は

慈
恩

に

由
来
す
る

法
相
の

唯
識
観
で

あ
る

。

三

聖

円

融

観
が

大

事
な
こ

と

は

次
の

よ

う
な

理

由
に

よ
っ

て

示
さ
れ
る

。

　
（

三

聖
観
）

当
に

知
る

べ

し
、

諸
法
は

即
ち

是
れ
三

聖

な

り
。

衆
聖

衆

賢
も、

　

ま
た

是
れ
三

聖

な

り
。

境
法
も
是
れ
三

聖

な
り

。

自
心

即
ち
三

聖

な
り

。

一

　

切
皆

、

是
れ

三

聖

に

あ
ら

ざ
る
こ

と
な

し
。

ーー
　

契
囗

相
応
せ

ば
、

目

に

触
れ

、

境
に

対
し
て
、

刹
那
刹
那

に

常
に
三

聖

お
よ

　

び

十
方
の

諸

仏
菩
薩
を
見
る

。

一

即
一

切
な
る

が

　
に

。

心
境
無
二

な

る

が

　

餾
。

（
『

鎌
旧
』

三

五

七

−
三

五
八

頁）

一

方
、

唯

識

観
は

次
の

よ

う
な
理
由

を

挙
げ
て

重
要
だ
と
い

う
。

賢
首
大

師
こ

　
に

因
り
て

十
重
の

唯
識

を
立
つ

。

　一

切
の

諸

法
は
、

皆、

心

の

所
作
に

し

て
、

森
羅
万

象
、

こ

れ
よ

り
流

出
す
と

。

こ

の

故
に

諸
法
は

皆、

自
心
の

摂
に

し

て
、

心

能
く
仏
と

な

り、

心
能

く
法
を

修
す

。

心
謬
れ
ば

流

転
し

、

心
正

し

け

れ
ば

惑
滅
す

。

本

来
の

真
心

、

吊

恒
の

具
徳

、

一

心
の

業

用
、

不
思

議
な

り
。

（
『

鎌
旧
』

二

五
八

頁）

登

場
す
る

三

聖
観
の

記
述
で

は

「

諸
門
が
一

念
の

心

に

あ
る
」

こ

と

を

強

調
し

、

ま
た

唯

識
観
の

記
述

で

は

「

本
来
の

真
心

、

常

恒
の

具
徳

、

一

七
二

一

心
の

業
用
」

と
い

う
こ

と

を

主

張
す
る

。

こ

こ

に

は

本
来
的
な

「

真

心
」

が

正
面
に

出
て

、

そ

れ

が

＝

心
」

の

働
き
で

あ
る

と

言
い

換
え

ら

れ

て
い

る

と
こ

ろ
に

特
徴
が

あ
り

、

妄
心
と

対
比

さ

れ
る

真
心
で

は

な
い

。

ま

た

次
の

記
述
も
注
目
さ
れ

る
。

　

諸
法
唯

識
に

し
て

、

別
に

法
あ
る
こ

と

な

し
。

自
心

転
変
し

て
、

諸
法
を
作

　

成
す

。

愚
夫
の

執
す

る
と
こ

ろ

の

心

外
の

諸
法
は
、

本
来
都
無
に

し
て

体
性

　

皆
、

空
な
り

。

遍
計
所
執
は

是
れ

虚
妄
な
る

が

故
に

。

已
に

心
外
を
遣

り
て

、

　

す
べ

か

ら

く
心
内
に

留
む
べ

き
が

故

に
。

識
内
の

諸
法
の

縁
起
を

見
る

に
、

　

依

他
起
性
は

因
縁
和
合
し
て
、

種
々

の

法、

仮

に
成

立

す
る

が

故
に

。

円

成ー。
　

依
他
の

法
の

中
に

心
あ
り

、

境
あ
り
。

心
は

是
れ

能
縁

、

境
は

即
ち

所
縁
な

　

り
。

（
『

鎌
旧
』

二

五

八

−
二

五

九

頁）

円
成
実
性
は

「

諸
法
の

（

本）

体
」

で

あ

り
か
つ

「

真
の

妙
有
」

で

あ

　

　
　
　
　

　
　
　
（
8＞

る

と

位
置
づ

け
て
い

る
。

そ
の

ほ

か

「

摂
相
帰
性
唯
識
」

を

説
明
す
る

箇
所
で

も
、

次

の

よ

う
な

言
及
が

存
在
す
る

。

　

五

に

摂
相
帰
性
の

唯

識
と
い

う
は
、

前
門
の

唯
識
に

は
、

本
覚

、

動
に

随
い

　

て
、

阿
羅
耶
を

成
ず

。

し
か

も
是
れ

事
に

約
し
て

、

識
相
を
存
留
す

。

今
こ

　

の

門
に

至

り
て

、

立
つ

る

と

こ

ろ

の

羅

耶
は
、

真
を

離

　
て

小

無
き
が

　

ー
。

（

中
略
）ーー

U
。

（
『

鎌

旧
』

二

六

四

−
二

六
五

頁）

一

切
の

諸

法
は

真
如
実
在
で

あ
り

、

無
相
寂
滅

、

不
可
思
議
で

あ
る

と
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説
く
の

で

あ
る

が
、

真
如
が
一

切
の

諸
法
に

な
る
と
い

う
理
解
は

ま
さ

し
く

真
如
随

縁
で

あ
り

、

法
蔵
の

『

大
乗
起

信
論
義
記
』

の

影
響
を

認

　

　
　
　

　
　
（
9

）

め

ざ
る

を

得
な
い

。

な

お
こ

こ

の

記
述
は

、

良
遍
の

『

真
心
要
決
』

に

＝

切
の

諸
法
は

皆
な
無

自
性

、

無
生

無
滅

、

本

来
寂

静
、

自
性
涅

槃
、

其
の

無
生
滅
の
一

法
は

即
ち
是
れ
一

心
、

万
法
は

皆
な

如
に

し
て

、

一

心
に

摂
在
せ

り
」

（
大
正

七
一

、

八

九

下
）

と

あ
る

記
述
と

、

内

容
的
に

は

揆
を
一

に

す
る

。

ま
た

、

根
源

的
な
心
を

説

く
点
で

は
、

次
の

記
述

も
重
要
で

あ
る

。

清
涼
大
師
の

心
要
の

中
に
、

ー

な

り
。

故
に

か

の

文
に

云

く
、

「

至
道
は

そ
の

心

を

本
と

し、

心

法
は

無
住

を
本
と

す
。

無
住
の

心
　
は
霊

知
不
昧
な
り

。

性
相
寂
然

と
し

て
、

徳
用
を

包
含
し

、

内
外
を

該
摂
し
て

、

能
く
深
く

、

能
く
広
し

。

」

（

『

鎌
旧
』

二

六
九

−
二

七
一

頁
）

最
初
の

部
分
は

凝
然
の

言
葉
で

あ
り

、

そ
こ

に

登
場
す
る

「

直
ち
に

己

体
を

指
し

て
」

は
、

「

直
指
人
心
」

を
予

想
さ
せ

る
。

「

霊

知
不
昧
」

は

澄

観
に

始
ま

り
、

そ

の

後、

宗
密

、

延
寿
に

も

継
承
さ

れ
た

表
現
で

あ

（

10）り
、

「

霊

知
」

は

本
来
寂
静
の

心

体
そ
の

も
の

で

あ
る

と

理

解
さ

れ

て

　
（

11）

い

る
。

た
と
え
ば

宗
密
の

『

大
方
広

円
覚
修
多
羅
了
義
経
略
疏
註
』

に

は

「

若
し

清
浄
な

る

真
心
、

本
よ

り
縁
慮
無
け

れ

ば
、

霊
知
不
昧
に

し

て

無
住
無

根
な

り
」

（
大
正
三

九
、

五

三
一
二

下
）

と

あ
り

、

ま
た
『

宗
鏡

録
』

に

も

「

唯
だ

了
因
の

所
了
な

り
。

斯
れ

即
ち
一

切
衆
生

の

自
心
の

体
、

霊

知
不
昧
に

し

て
、

寂

照
し

て

遺
る

無
し

。

但
だ

華
厳
の

宗
に

非
ず

、

中
世
東
大
寺
僧
に

見
る

禅
宗
の

影
響
（

蓑
輪
）

亦
た

是
れ
一

切
の

教

体
な

り
」

（

大

正

四
八
、

四
一

七

下
）

と
の

表
現
が

存
在
す
る

。

そ
の

ど

れ

も
が

「

清
浄
な

る

心
が

有
っ

て
、

そ
れ

が

自
身

の

本

体
で

あ
る
」

こ

と
を
主

張
す
る

。

　

澄
観
や

宗
密
が

禅
の

影
響
を

受
け
て

い

る
こ

と

は

已

に

指
摘
さ

れ

る

　
　

　
　
　

（

12）

と
こ

ろ

で

あ
る

が
、

十
三

世
紀
の

半
ば

過
ぎ

、

法
相
の

良
遍

は

法
相
と

達
磨
禅
と

の

異
同
を
考
察
し

、

法
相
の

述
べ

る

理
心
が

達

磨
禅
の

述
べ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
13
）

る
一

心
で

あ

り
、

そ
れ

が

真
心
で

あ
る

と

述
べ

て

い

た

が
、

凝

然
の

「

直
ち

に

己

体
を

指

す
」

と
い

う
際
の

「

己

体
」

は
、

根
源
的
で

あ
り

か
つ

清
浄

な

る
一

心
で

あ
ろ

う
。

ま
た

「

本
覚
の

理
に

帰
し

て

以
て

唯

識
と

す
」

な

ど

の

記
述
は

、

良
遍
の

『

真
心

要
決
』

あ
る
い

は

『

宗
鏡

録
』

の

記
事
を

予
想
さ
せ

る

の

で

あ
る

。

お

わ

り
に

　
「

法
界

義
鏡
』

は

澄
観
の

著
書
を

多
く
引
用

し
、

彼
の

影
響
が

多
く

見
ら

れ

る

こ

と

は
、

已
に

鎌
田

氏
が

指
摘

す
る

通

り
で

あ
る

。

し

か

し
、

「

真
心
」

の

用

例
が

示
す
よ

う
に

、

中
世
に

日

本
に

紹
介
さ
れ

た

禅
宗
の

影
響
を

、

確
証
は

な
い

が
、

凝
然
の

場
合
も

考
え
て

も
良
い

よ

う
に

思

わ

れ

る
。

と

く
に

良
遍
の

『

真
心
要
決
』

に

見
ら

れ
る

彼
の

理

解
が

、

凝

然
に

も
影
響
を

与
え
て

い

る

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

ち

な

み

に

「

円
照
上

人
行
状
』

に

は

「

遍
公

は

興
福
寺
の

名
僧
（

中
略）

。

照

公

は

彼
の

門
室
に

入

り
、

法
を
学
ぶ

こ

と
一

に

非
ず

。

法
相
の

旨
を

伝

え
受
く

」

（

『

行
状
』

一

下
）

と

あ
り

、

凝
然
の

師
、

円
照
が

良
遍
か
ら

学

一

七
三
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中
世
東
大
寺
僧
に

見
る

禅
宗
の

影
響
（

蓑
輪）

ん

だ
こ

と

を

記
し

て

い

る
。

凝
然
が

師

を
介
し

て

良
遍
の

理
解
を

踏
襲

し
た

と

し
て

も
不
思

議
は

な
い

。

凝
然

も
、

間
接
的
に

『

宗
鏡
録
』

の

影
響
を
受
け
た

と

言
え
る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

1
　
松
尾
剛
次
『

鎌
倉
新
仏
教
の

成
立
』

（
吉
川

弘
文
館、

一

九
八

八

年）
、

拙

　

著
『

中
世

初
期
南
都

戒
律
復
興
の

研
究
』

（

法
蔵
館

、

一

九
九

九

年
）

な
ど

。

　

凝
然
の

戒

律
に

関
す
る

研

究
で

は
平

川

彰
「

凝

然
の

戒
律
思

想
」

（

『

南
都

　

仏

教』

二

八、

一

九

七
二

年
）
、

鎌

田

茂
雄
「

南
都
教
学
の

思
想

史

的
意

　

義
」

『

鎌
旧
』

所
収）
、

沈
仁
慈

「

凝

然
の

戒
律

思

想
」

（

『

イ
ン

ド

哲
学

仏

　

教

学
研

究
』

五
、

東
京
大

学
イ
ン

ド

哲
学
・

仏

教

学
研

究
室

、

一

九

九

八

　

年
）

、

大
谷
由
香
「

凝

然

の

戒
律
思

想
」

（
『

印
度
学
仏
教
学
研

究
』

五

五

　
　

二
、

二

〇

〇
七

年
）

、

同

「

凝

然
の

戒
体
説
」

（
『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』

　

五
八

　
二

、

二

〇
一

〇

年
）

な

ど
の

研

究
が

挙
げ
ら
れ

る
。

教

学
的

な
研

　

究
で

は

鎌
田

茂
雄
氏
の

も
の

が

有
用
で

あ
る

。

2
　
新
藤
普
海
編
『

凝

然
大
徳

事
績
梗
概
』

（
東
大
寺
経
学
部、

一

九

七
一

　

年）
、

口

絵
を

参
照

。

3

岡
本
一

平
「

凝

然
の

禅
宗
理
解
」

（
『

宗
学
研
究』

三

九
、

一

九

九
七

年）
。

4
　
曹

潤

鎬
『

宗
密

の

円

覚
思

想
と

近

世

中
国

仏

教
』

（

中
日

文

化
会、

　

二

〇

〇

三

年
）

、

一

九

八

　
二
一

七

頁、

及
び

柳

幹
康、

博
士

学
位
請
求

　

論
文
『
中
国

仏
教
に

お
け

る

永
明
延

寿
の

思

想
研

究
　
　
延
寿
が

再
編

し

　

た

仏
教

観
と

後
世
に

お

け
る

延

寿
像
』

（

平
成
二

五

年
三

月
東
京
大
学
に

　

提

出
、

未
発

表
∀

、

二

三

三

−
二

三

六

頁

な
ど

を
参
照

。

5
　
妄
心
と

真

心
が

対
比

さ
れ

る

の

は

地

論
宗
の

慧
遠
か

ら
の

伝
統
で

あ
る

　

と
い

う
。

高

峰
了
州
『

華
厳
思
想
史
』

百
華
苑

、

昭

和
一

七

年
、

＝

O

　

l
一
一

三

頁
を

参
照

。

な
お、

澄

観
、

宗
密
な
ど
は

真
心

が

根

源
的

な

　

も

の

で

そ
こ

か

ら

妄
心

が
生
じ

、

そ

の

妄
心

が

生

滅
す
る

こ

と

で

真
心

　

が

明
ら

か
に

な
る

と

捉
え
「

真
妄
不
二
」

の

立

場
を

取
っ

た
と
い

う
。

胡

一

七
四

　

建
明
『

圭

峯
宗
密
思

想
の

総

合
的

研
究
』

（

春
秋

社
、

二

〇
一

二

年）
、

　

二

六
七

−
二

七
二

頁
を

参
照

。

6
　
柴
崎
照
和
「

鎌
倉
期

華
厳
宗
の

動
向
（

一
）

」

『

印
度
学
仏

教
学
研
究
』

　

四

二

　
一

、

一

九

九

三

年
。

田

中
久

夫
「

内

典
塵
露
章
の

撰

述
年

代
」

　
（
『

鎌
倉
仏
教
雑
考』

思
文

閣
出
版

、

一

九
八

二

年、

所
収
）

を
参
照

。

田

　

中

氏
の

所
論
に

従
え
ば
、

応
長
元
年
（

＝
二

一

こ

に

述

作
さ
れ

た

『

浄

　

土

法
門

源
流

章
』

よ

り
前
と

推
定
さ

れ
る

と

い

う
。

7
　
鎌
田
茂

雄
、

前
掲

論
文

、

参
照

。

8
　
妙
有
に

関
し

て

は

木
村

清
孝
「

真
空

妙
有
論
の

形
成

と

展

開
」

『

東
ア

　

ジ

ア

仏

教

思

想
の

基
礎
構

造
』

（

春
秋
社、

二

〇
Q
一

年
）

、

三

五

〇

1

　

三

六
八

頁
を

参
照

。

9
　
『

大

乗
起
信
論
義
記
』

「

如
是
染
浄、

皆
是

真
如
随

縁
顕

現、

似
有
而
無

　

体
」

（

大
正
四

四
、

二

六

四

中
）

。

10
　
高
峰

、

前
掲
書

、

二

九
　

1
二

九
二

頁
。

11
　
胡
建
明、

前
掲
書、
一

＝

五

i
二

一

九

頁
。

12
　
高
峰

、

前
掲
書、

二

七
一

−
二

七

三
、

曹
潤
鍋
『

宗
密
の

円

覚
思

想
と

　

近
世
中

国
仏
教
』

（
中
部
日

本
教
育
文
化
会

、

二

〇

〇
三

年）
、

二

六

六

−

　

二

八

三

頁
。

13
　
拙

論
「

良
遍
の

『

真
心
要
決
』

と

禅
」

（
『
印
度
学
仏

教
学
研

究
』

六
一

　

　

二
、

二

〇

＝
二

年、

所
収
）

。

（

こ

の

論
文
は

文

部
科
学
省
科
学
研
究
費
・

基
盤
研
究
（
C

）

「

中
世

初
期
南

都

僧
と

禅
宗
の

交
流
に

関
す
る

思
想
的
研
究
」

課
題
番
号

＝
OO

 
OQ

。

○。

の

研

究
成

果
の
一

部
で

あ
る

。

）

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
凝

然、

『

華
厳
法
界
義
鏡』

、

真
心
、

一

心
、

『

宗
鏡
録
』

　

　

　

　
（
東
京
大
学
教

授
・

博
士

（

文
学
）

）
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